
田村ひろゆきの
議会トーク!



■田村ひろゆきの自己紹介

1978年7月生まれ 45歳

2018年12月の選挙で初当選

2022年12月の選挙で２期目当選

「徹底した情報公開」

「無所属を貫く」

などを基本姿勢として掲げる

ＳＮＳで日々情報発信中！



◇９月議会では何があった？

◇９月議会の一般質問から

ある小学校が配布されたプリント、熱中症対策を進めよ

◇旧保谷庁舎跡地を広場として一時開放

◇またしても市内のテニスコートがなくなる

◇「第３次総合計画」の策定が大詰め

◇意見書、陳情の結果

◇その他、参加者の関心に応じて

本日のトピック



■９月議会では何があった？

日付 曜日 内容

1日 金曜日 本会議、予算特別委員会、基本構想審査特別委員会、広報委員会

2日 土曜日

3日 日曜日

4日 月曜日 本会議

5日 火曜日 本会議

6日 水曜日 本会議

7日 木曜日 議会運営委員会、本会議

8日 金曜日 企画総務委員会、建設環境委員会

9日 土曜日

10日 日曜日

11日 月曜日 文教厚生委員会

12日 火曜日 基本構想審査特別委員会

13日 水曜日 基本構想審査特別委員会

14日 木曜日 予算特別委員会、決算特別委員会

15日 金曜日 予算特別委員会

16日 土曜日

17日 日曜日

18日 月曜日

19日 火曜日 議会運営委員会、会派代表者会議

20日 水曜日 例月出納検査・監査委員協議

21日 木曜日

22日 金曜日 議会運営委員会、本会議

23日 土曜日

24日 日曜日

25日 月曜日 決算特別委員会

26日 火曜日 決算特別委員会

27日 水曜日 決算特別委員会

28日 木曜日 決算特別委員会

29日 金曜日 決算特別委員会

30日 土曜日

9/4～9/7
一般質問

議員１人50分で市長・教育長等に質問

9/25～9/29
決算特別委員会

昨年度(令和４年度)の決算について幅広く審査

9/14～9/15
予算特別委員会

事業者への物価高騰対策、妊婦の超音波検査の補
助拡充、学童クラブ入退室管理システム導入、芝久
保第二運動場の返還に伴う原状復旧工事など

9/12～9/13
基本構想審査特別委員会

市の最上位計画である第三次総合計画の「基本構
想と基本計画に示す施策の目標」が議決事項



■９月議会の一般質問から

今回の質問は以下の６点

詳細は田村ひろゆきのＨＰに

①夏休み前の指導について

②職員の対応について

③審議会等について

④地球沸騰化時代の熱中症対策について

⑤保谷庁舎敷地について

⑥郷土資料室について



■ある小学校で夏休み前に配布された驚きのプリント

「あついと１回も言わずに１日をすごす」

「おふろで家の人の背中をあらってあげる」

「１日家族のいうことを全部｢はい｣と返事をして聞く」

などを「夏休みのチャレンジ」として記載したプリント

ある小学校の２年生に配布された

教育長からこれら３項目の内容について

「健康面での配慮、児童の家庭状況等に
対する配慮を欠くものだった」



■「地球沸騰化」時代の熱中症対策を進めよ

今年の夏は本当に暑かった！

温暖化そのものを止める対策は当然必要

この暑さを前提とした「適応策」も考える必要

①経済的な事情からエアコン購入が難しい世帯への助成

②公共施設等を「クールシェアスポット」に指定

③熱中症警戒アラート発令時のスポーツ施設の利用中止や返金

④授業、部活動、学校行事における熱中症対策の徹底

⑤学校への塩分補給タブレットや塩飴等の持参検討、冷水機設置



■旧保谷庁舎跡地を広場として一時開放

9/23から一時開放されましたが・・・ ・ペット禁止

・花火禁止

・自転車、バイク禁止

・飲酒禁止

・音楽活動禁止

・ボール遊び禁止(幼児
対象のまり遊び除く)

キャッチボールくらい
ダメですか？



■昨年12月に拡張整備した「えのき児童遊園」では・・・

フェンスが高くない中でも、ルールを決めボール遊びができている！

えのき児童遊園拡張部分 1,800㎡ 保谷庁舎跡地広場 4,000㎡

⇒このことを決算特別委員会の質疑で明らかにし、検討を求める



■またしても市内のテニスコートがなくなる

テニスコートやゲートボール場のある
芝久保第二運動場が12月で閉鎖に

(土地所有者に返還するため)

2017年 東町テニスコートが閉鎖

この時も新たなコート確保求める声

市内に残る「ひばりアム」

現状でも競争率が高い状態

⇒早期の用地確保を求める声、民間
施設を利用する際の補助を求める声

議会からも厳しい意見
担当課には危機感を
持った対応を



■「第３次総合計画」の策定が大詰め コンサル委託の是非は

これから10年間のまちづくりの指針となる計画

市の最上位計画とも言われる「第３次総合計画」の策定が大詰め

９月議会では、「基本構想と基本計画に示す施策の目標」を審査

⇒結果は全員賛成

・まちづくりの課題の部分

で現状認識が甘いのでは

・コンサルティング会社へ

の委託の是非は？

(R4 1210万、R5 1139万)



■その他、９月議会の質問から

市の審議会等のうち「女性ゼロ」が９つも

西東京市の審議会等に占める女性委員の
割合を質問

今年４月１日時点での女性委員の割合は
32.4%だが、54の審議会等のうち女性委員
のいない審議会等が９つあることが判明

(男性委員のいない審議会等はゼロ)

⇒性別に関わらず適材適所が大前提だが、
せめて女性ゼロにならないよう求める



■その他、９月議会の質問から

ランドセル以外もＯＫです

入学を控えた親御さんからのメールをもとに、
各学校が新入学予定児童の保護者に配布
する学用品の案内について質問

「ランドセル」と言い切っている学校、「ランド
セル等」としている学校などがありましたが、
市内すべての学校でいわゆるランドセルで
なくても構わないとのこと

⇒入学準備が年々早まっているので、ＨＰ
に掲載するなど早い段階での周知を求める



■ＰＦＡＳ対策の推進を国・東京都に求める意見書

多摩地域でも局地的に地下水などにおいて比較的濃度の高い地点があることを
踏まえ、健康影響及び環境に関する評価を分かりやすく示すことや、健康影響
等が懸念される場合は、対策等も併せて検討し、地方自治体への情報提供と必
要な支援を行うことなどを求めるもの。

議員提出議案第８号 有機フッ素化合物対策の推進を求める意見書

賛成 ２５
自民5、公明5、立憲4、共産3、
維国2、ネット2、無所属4(小峰・
納田・長井・田村)

反対 ０

⇒(形の上では)全会一致で可決
退席 １ 欠席 １



■「当然」の陳情に反対する論理とは？

岡山県備前市において、「世帯全員がマイナンバーカードを作れば給食費や学用
品は無償、作らないと有料」といった内容の条例案が可決され、最終的には撤回
されたものの、本市においても同様の事態が起こる危惧があると考え、そのような
ことがないように求める内容。

陳情第22号 マイナンバーカードの取得を行政サービス提供の条
件にしないことを求める陳情

賛成 １４
立憲4、共産3、維国2、ネット2、
無所属3(納田、長井、田村)

反対 １２
自民6、公明5、
無所属 (小峰)

⇒賛成多数で採択



■「当然」の陳情に反対する論理とは？

委員会では、多くの委員から「当然だ」という声が出ていたが・・・

自民党の稲垣議員

「マイナンバーカードの取得と行政サービスの提供は別次元の話
なのに、それを同列に考えている陳情者の認識が違っている」

公明党の八矢議員

「マイナンバーカードの取得が行政サービス提供の条件になるこ
とは憲法の平等原則にも反する。そのようなことがないことは委員
会でも確認されており、陳情者の願意はすでに叶っている」



議会トーク!
これからも続けていきます


